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学部・別科

　教育学部は、現代の様々な教育課題に対応でき、子供たちの成長をしっかりと支え続け、新しい時代を
切り拓く、小学校・中学校・小中一貫校（義務教育学校）・幼稚園・特別支援学校等の教員を養成します。本
学部では、コースごとにカリキュラムが組まれ、学校現場の諸問題や児童生徒の心身の諸問題、各教科の
内容·指導法を専門的に学びます。それとともに介護体験実習、教育実習といった、教員になるために必
要な、より実践的な教職科目も学習します。

教育学部　多様な学びを通して、社会に貢献できる教員を目指そう！

課程・コース ●学校教育課程（小中一貫教育コース、教職実践基礎コース、発達支援教育コース）

附属施設 ●附属教育協働開発センター　●附属学校園（附属幼稚園、附属小学校、附属中学校）

https://www.miyazaki-u.ac.jp/edu/

　医学部は、「地域における医学・医療の中心的な役割を果たすと同時に、進歩した医学・看護学を修得せ
しめ、人命尊重を第一義とし、医の倫理に徹した人格高潔な医師、医学研究者、看護職者及び看護学研究
者を育成し、国内外の医学及び看護学の水準向上と社会福祉に貢献すること」を使命としています。医学
科は、宮崎の地域医療に貢献でき、国際的にも活躍できる優れた医師·医学研究者の育成を目指していま
す。看護学科では、看護による健康への支援を通して、社会と地域の保健医療に貢献できる人材の育成を
目指しています。

医学部　良き医療人材の育成と生命科学分野の研究拠点を目指して

学　科 ●医学科　●看護学科 附属施設 ●附属病院

http://www.med.miyazaki-u.ac.jp/home/

　工学部では、宮崎県唯一の工学系学部として、「宮崎に根ざし世界に目を向けた工学部」を目標に、人間
性豊かで、コミュニケーション能力が高く、確実な基礎学力と幅広い応用能力を身に付け、21世紀の高
度な科学技術分野や最先端技術分野で活躍できるような、問題発見・解決能力を備えた創造性豊かな技
術者の育成を目指しています。また、地域産業の発展を推進することにより、地域社会に知的な貢献をす
ることにつとめています。

工学部　宮崎に根ざし、世界に目を向けた工学部

学科・プログラム ●工学科　応用物質化学プログラム、土木環境工学プログラム、応用物理工学プログラム、
　　　　　電気電子工学プログラム、機械知能工学プログラム、情報通信工学プログラム

学部内センター ●工学基礎教育センター　●環境・エネルギー工学研究センター
●ものづくり教育実践センター　●ICTソリューションセンター　●教育研究支援技術センター

https://www.miyazaki-u.ac.jp/tech/

　農学部は、環境問顆、食の安全確保、持続的な農産物の生産、人と動物の共通感染病克服など、様々な課
題に対応できる人材育成を目指し、分野を明確にした6学科を設置しています。各学科が農学部のどの分
野での専門職や指導者を育成するかを明確にし、フィールド教育の場（農場、牧場、演習林、水産実験所、
動物病院）での実践的教育と研究を進めることで、主体性と創造性に富み、広く社会に貢献できる人材の
育成を目指します。

農学部　日本、アジア、そして世界の食料・環境・人や動物の感染症問題の克服を目指して

学　科 ●植物生産環境科学科　●森林緑地環境科学科　●応用生物科学科　●海洋生物環境学科
●畜産草地科学科　●獣医学科

附属施設 ●附属フィールド科学教育研究センター　●附属動物病院　●附属農業博物館

https://www.miyazaki-u.ac.jp/agr/

　地域資源創成学部では、マネジメントの専門知識と社会·人文科学、及び農学・工学分野の利活用技術
の基礎知識を教授する異分野融合の教育研究カリキュラムが構築されています。また、研究者教員と実
務家教員とが協働した実践的教育、宮崎県全域をフィールドとした実習や国内・海外インターンシップ
による地域の方々と一体となった協働教育を導入しています。持続可能な地域づくりを包括的にマネジ
メントでき、地域資源を理解し利活用しつつ、ビジネスや地域産業、行政などの現場で革新的な価値を創
出できる人材の輩出を目指します。

地域資源創成学部　地域を創るリーダーになろう！

学科・コース ●地域資源創成学科（企業マネジメントコース、地域産業創出コース、地域創造コース）

https://www.miyazaki-u.ac.jp/atrium/

　最近の農業生産では、単位面積当たりの農業生産効率の向上ばかりではなく、食品の安全性、労働環境
の改善や環境保全に配慮した「持続的な生産活動」を実践する農業生産工程管理（GAP）の重要性が高ま
ってきています。このことから、畜産別科では家畜生産現場の拡大に伴う機械化、省力管理経営形態に対
応した人材育成に加え、農業生産工程管理（GAP）も教育要素として取り入れ、幅広い知識と実践を身に
付けた人材育成を目指します。家畜人工受精師の資格については、他の機関において開催される講習会
を受講することで取得可能です。

別科（畜産別科）　地域農業の担い手として活躍できる人材の育成を目指して https://www.miyazaki-u.ac.jp/
chikusan-bekka/

大学院

　教育学研究科は、専門職学位課程（教職大学院）として、教職実践開発専攻を設置しています。「教職としての高度
の実践力・応用力を備え、地域に根ざす学校づくりの有力な一員となり得る新人教員」、また、「教職としての高度の
実践カ・応用力を備え、地域や学校における指導的役割を果たし得る教員に必要不可欠な確かな教育理論を備え
たスクールリーダー」として、深い学識及び卓越した能力を有した教育の発展に寄与する人材を養成しています。

教育学研究科　高度の実践カ・応用力を有する教員の養成を目指して

専　攻　等 ●教職実践開発専攻【専門職学位課程：教職大学院】
教職実践高度化コース（教育行政・学校経営分野、生徒指導・教育相談分野、教育課程・授業研究分野）、
教科領域指導力高度化コース、特別支援教育コース

https://www.miyazaki-u.ac.jp/
edu/graduate/

　医学獣医学総合研究科は、医学と獣医学それぞれで培われてきた教育・研究実績を踏まえて、それらを連携・
融合することにより、今までは得られなかった両分野における知識、研究能力を身につけることができます。ま
た、グローバル時代の課題である食料問題や新興・再興感染症対策を始めとする医学・獣医学にまたがる諸課題
を解決できる人材を養成することも目的としています。このような教育・研究を通して、本研究科が立地する畜
産基地からの要請に応えるとともに、人類の健康と福祉の向上に貢献します。
専　攻　等 ●医科学獣医科学専攻【修士課程】（生命科学研究者育成コース、

　高度医療関連技師・サービスイノベーション人材養成コース、生命倫理コーディネーターコース）
●医学獣医学専攻【博土課程】（高度臨床医育成コース、高度獣医師育成コース、研究者育成コース）

　看護学研究科は、変化する地域社会や複雑化する社会情勢の中で、拡大・専門化する看護学や看護学教育の必
要性を踏まえ、保健医療福祉の現場で広く活躍できる看護学研究者・教育者・実践者・指導者の育成を目的とし
ています。実践看護者育成コースでは、がん看護専門看護師・助産師の受験資格を得られるカリキュラムを有し
ています。また、地域社会のニーズに応えるとともに、学際的思考と国際的視野から、その研究成果を世界に向
けて発信することにより看護学の発展に寄与することを使命としています。

看護学研究科　生命の尊厳を第一に、ケアの本質を研究する

専攻・コース ●看護学専攻（研究者育成コース、実践看護者育成コース）

　21世紀は、新しい知識・情報・技術が社会のあらゆる領域での活動の基盤として飛躍的に重要性を増す、いわ
ゆる知識基盤社会の時代と言われています。工学研究科は、学部教育を基盤として、高度化、深化した専門知識・
技術を身に付け、さらに隣接する関連領域まで俯瞰できる総合的視野を持った想像力豊かな高度専門技術者を
養成します。留学生も積極的に受け入れており、国際性豊かな教育・研究環境が形成されています。

工学研究科　自然豊かな宮崎で未来を切り開く技術者・研究者に

専攻・コース ●工学専攻（環境系コース、エネルギー系コース、機械・情報系コース）

https://www.miyazaki-u.ac.jp/
tech/departments/master.html

　地域資源創成学研究科は、地域学、地域資源論、地域資源利活用論の3つの教育研究領域で構成されています。
地域に賦存する多様な地域資源の利活用から新しい創造的価値の創出を行い、今後の社会経済環境の変化に対
応でき、強靭で持続可能な地域社会の形成を推進・実現することが可能な高度な専門性を有する人材養成を目
指します。

地域資源創成学研究科　持続可能な地域社会を創造する高度専門人材を養成

専　攻　等 ●地域資源創成学専攻 附属施設 ●附属地域資源情報活用センター

　農学研究科は、平成26年度に従来の5専攻を改組し、新たに農学専攻（1専攻6コース）を設置しました。同専
攻では、学部教育の専門性をさらに深化させ、国内外の食料、環境、資源及び生命に関する問題点を解決し、自然
環境と調和のとれた持続的生産社会の創造に貢献できるとともに、農学に関する高度な専門知識と応用能力を
有する国際性豊かな高度専門技術者及び研究者の育成を目指します。

農学研究科　専門性の深化と国際性豊かな高度専門人材の育成を目指して

専攻・コース ●農学専攻（植物生産環境科学コース、森林緑地環境科学コース、応用生物科学コース、
　　　　　　海洋生物環境科学コース、畜産草地科学コース、農学国際コース）

https://www.miyazaki-u.ac.jp/
agr/departments/gsa-master.html

http://www.med.miyazaki-u.ac.jp
/home/ijudaigakuin

http://www.med.miyazaki-u.ac.jp/home/

https://www.miyazaki-u.ac.jp/
atrium/

医学獣医学総合研究科 医学と獣医学が完全に融合した
　　　　　全国唯一の修士・博士研究科

　農学工学総合研究科は、農学と工学の学問的背景と連携協力の実績を踏まえて、農学と工学が連携・融合した
教育研究領域の深化を図り、広範な知識に基づいた総合的判断力と高度な研究能力を備え、技術・知識基盤社会
の形成に資する高度専門技術者・研究者の養成を行うために3専攻を設置し、融合型教育プログラムを提供して
います。また、社会人として経験を活かしながら高度な技術や知識を習得しようとしている人材や外国人留学
生を積極的に受け入れています。
専攻・コース ●資源環境科学専攻（環境共生科学教育コース、持続生産科学教育コース）

●生物機能応用科学専攻（生命機能科学教育コース、水域生物科学教育コース）
●物質・情報工学専攻（新材料エネルギー工学教育コース、生産工学教育コース、数理情報工学教育コース）

https://www.miyazaki-u.ac.jp/
tech/agr_eng/index.html農学工学総合研究科 農学と工学が融合・深化した

　　　博士後期課程で最先端の研究を！


